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Radio Mate DX セットアップガイド 
製品型番：NV-URA100DX 

 ご使用になる前に 
ご使用になる前に、本紙をよくお読みの上、正しくお使いください。 

1. セットアップガイドの注意事項 

本セットアップガイドでの注意事項 

1. 本紙の内容につきましては予告なしに変更する場合があります。 
2. 本紙の内容につきましては万全を期して作成いたしますが、万一誤りまたはお

気づきの点がございましたら、弊社宛ご連絡くださいますようお願いいたします。 
3. ソフトウェアおよび本紙を運用した結果については、上記にかかわらず一切の

責任を負いかねますのでご了承ください。 

※ Windows は米国 Microsoft 社の商標または登録商標です。 
※ その他、本紙に記載されている会社名･製品名は各社の商標または登録商標

です。 
※ 本紙は「著作権法」によって、著作権等の権利が保護されています。 
※ 本紙の一部または全部について、株式会社ノバックから文書による許諾を得

ずに無断で転載または複写（コピー）することは、著作権等の権利侵害となる

場合がありますのでご注意ください。 

2. 安全に正しくお使いになるために 

本製品を安全に使っていただき、あなたや他の人々、あるいは財産への損害を未

然に防止するため、以下の注意事項をお読みください。下記注意事項を本書に従

って、正しく安全に使用してください。 

------ 警告・注意 ------ 

けがの恐れがあります。 

• 落下、不用意な接触などに十分注意してください。 
• 足など体の部分の上に落下させ、あるいは不用意にぶつけるなどすると、けが

の原因となります。不安定な場所には置かないでください。特に乳幼児・児童の

近くでご使用になる場合は、厳密に管理してください。 
• ケーブルの巻き付けなどにご注意ください。乳幼児・愛玩動物の首などにケーブ

ル類が巻き付くと、死亡など重大事故の恐れがあります。厳密に管理してくださ

い。 

火災の恐れがあります。 

• 強磁界、強電界の場所で保管やご使用にならないでください。火災の恐れがあ

ります。 
• 本製品をパソコンに装着され通電された状態で長時間、本機から離れないでく

ださい。長時間離れる場合には処理を終了し、本製品の電源をお切りください。 

感電・けがなどの恐れがあります。 

• 落下などにより損傷した場合、また、移動などに際しケーブルの傷がついた場

合などは、すみやかに使用を中止してください。また、破損部分や内部には手な

ど触れないようにしてください。 
• 分解しないでください。内部に不用意に触れると、けが、感電などの恐れがあり

ます。 
• 湿気やほこりの多い所水中などで使用しないでください。感電などの恐れがあり

ます。 

幼児が飲み込む恐れがあります。 

• 添付部品などには、乳幼児の口に入る小さな部分があります。乳幼児の手の届

かない所に保管してください。 

 免責事項について 
※ 地震、雷、当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客

様の過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、

当社は一切責任を負いません。 
※ 本製品の使用または使用不能から生じた損害、逸失利益、および第三者から

のいかなる請求について、当社は一切責任を負いません。 
※ 本製品に付属のセットアップガイドの記載内容を守らないことにより生じた損害

については、当社は一切責任を負いません。 
※ ハードディスクに記録された内容は、故障や障害の原因にかかわらず保証い

たしかねますので、あらかじめご了承ください。 大切なデータ等は、使用前、

使用中は、必ずお客様の責任の下、バックアップされるようお願いいたしま

す。 

3. 製品の紹介 

USB AM/FM ラジオは、パソコン上で聴く録音機能を備えた機器です。 
ドライバのインストールは プラグアンドプレイで OS 標準のドライバで自動認識し、

インストールが簡単。 
また、パソコンのハードディスクに、ＭＰ3 / WMA / WAV 形式のいずれかで録音が

でき、日時を指定しての予約録音もできる製品となっております。 

4. 同梱物の確認 

本製品には、以下のものが含まれています。 
最初にパッケージの中にすべてのものが含まれているかどうかをご確認ください。 

1. Radio Mate DX 本体 X 1 
2. ソフトウェア CD-ROM X 1 
3. 専用 USB ケーブル X 1 
4. 保証書 
5. セットアップガイド（本紙） 

別売オプション販売品； AM 用外部アンテナ（製品型番 NV-UA001）  
アンテナを内蔵しておりますが、感度が悪いような場合は別途お求めください。 

万一、不足品がありましたら、弊社サポートセンターまでお問い合わせください。 
なお、箱や梱包材は大切に保管し、修理などの輸送の際にご利用ください。 

5. システム動作環境について 

5-1 パソコンの動作環境 

対応 OS Windows XP / Windows Vista / Windows 7 

CPU Pentium Ⅲ 500MHｚ以上 

メモリ 
128MB 以上  
（OS がスムーズに動作する環境を推奨） 

USB ポート USB2.0 

CD/DVD-ROM ドライブ アプリケーションのインストール時に必要 

6. 製品の仕様 

6-1 FM ラジオ部 

対応周波数帯 76～108.0 MHz 

調整幅 100kHz ごと 

周波数特性 50Hz～15kHz 

音声 ステレオ  

6-2 AM ラジオ部 

対応周波数帯 520～1710kHz 

調整幅 9kHz または 10kHz ごと 

音声 モノラル 

6-3 電源 

USB バスパワー供給 5V 

6-4 動作条件 

動作温度 0℃～40℃ 

湿度 90％ 結露なきこと 

6-5 本体サイズ / 質量 

サイズ 102 (L) X 255 (W) X 215 (H)  mm 

質量 約 350g 

※注. ラジオの受信可能地域であっても、地形や構造物などの周囲環境、本体を

置く場所や向きによっては受信できない場合があります。 
※注. 断熱ガラスや、網入りガラスなどの特殊なガラスに取り付けた場合、受信感

度が悪くなることがあります。 

7. ラジオ本体の各部の名称 

 

1. 感度調整ボリューム； 受信感度の調整を行います。本体の向きと 
    合わせて、調整してください。 

2. 外部ＡＭアンテナジャック； 本体を窓際など感度が良い場所へ設置でき 
    ない場合などに、別売オプション品のＡＭア 
    ンテナを接続します。 

3. USB コネクタ；  付属の USB ケーブルを使用し、パソコンと 
接続します。 

8. インストールとラジオ本体の設置 

8-1 ソフトウェアのインストール 

付属のソフトウェア CD-ROM をパソコンに挿入すると、インストール画面が表示さ

れますので、画面の指示に従ってインストールしてください。 

※ ソフトウェアのインストールは、「コンピュータの管理者権限」付きのユーザーで

Windows にログインしインストールをオ行ってください。 
※ Windows Vista/ Windows7 環境でのインストールの際、「ユーザーアカウント

制御」に関する警告が表示される場合は、必ず「許可(A)」をクリックしてくださ

い。 

1. インストールの開始画面です。

“Next”ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

2. “Next”ボタンをクリックすると、

インストールが開始されます。 
“Next”ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

3. “Next”ボタンをクリックしてくだ

さい。 
 
※“Brows”ボタンで、インストー

ル先を変更することもできま

す。 

 

4. インストール実行されます。 

 

5. インストールの完了画面です。

“Finish”ボタンをクリックして、

画面を閉じます。 
 
これでソフトウェアのインストー

ルは終了です。 

 

8-2 ラジオ本体を設置する。 

1. 下記図の様にラジオ本体を窓際などの受信感度の良い場所に設置してくださ

い。 

 

※注. ラジオの受信可能地域であっても、地形や構造物などの周囲環境、本体を

置く場所や向きによっては受信できない場合があります 
※注. 断熱ガラスや、網入りガラスなどの特殊なガラスの場合、受信感度が悪くな

ることがあります。 

2. パソコンを起動し、ラジオ本体の USB ケーブルをパソコン本体の USB ポート

へ接続します。 
パソコンの USB ポートへ接続することで、OS 標準のドライバでデバイスマネー

ジャ上の「サウンド、ビデオ、およびゲームコントローラ」の項目内に、以下の様

な名称で自動的に認識されます。 

■Windows Vista/ Windows7 の場合 
「ZL AM/FM Radio Device」 と認識されます。 

■Windows XP の場合  
「USB オーディオデバイス」 と認識されます。 

※注. 他の USB ヘッドホン、USB オーデイオ機器等と併用した場合、正しく

動作しない場合があります。 

9. 予約録音を行うための Windows の事前設定について 

スタンバイから復帰して予約録画を開始するには「スリープ解除時のパスワード保

護」から「スリープ解除時のパスワード保護」項目の「パスワードを必要としない」を

選択してください。 

また、連続して予約録音する際、各録音ごとにパソコンをスタンバイモードへ移行さ

せる場合は、Windows 側の設定にて、スタンバイモードへ移行する時間を設定し

てください。 

なお、スタンバイモードから復帰しての録音の場合は、最低録音開始前 6 分前以

上に設定する必要があります。ただし パソコン側の BIOS での設定において、ス

タンバイモード S3 (STR）をサポートしている必要があり、かつパソコンのシステム

が正常にスタンバイモードの機能をすることが前提となります。 

Windows Vista / Windows 7 の場合 

「コントロールパネル」→「電源オプション」→「プラン設定の変更」→「詳細な電源設

定の変更」で表示される「電源オプション」設定画面で、「現在利用できない設定の

変更」をクリック→「追加の設定」で「復帰時のパスワードを必要とする」を「いいえ」

に設定してください。 

また、同じく「プラン設定の変更」内の、「コンピュータをスリープ状態にする:」の時

間を設定し、設定を保存します。 

Windows XP の場合 

「コントロールパネル」→「電源オプション」→「詳細設定」タブの「スタンバイ状態か

ら回復するときにパスワードの入力を求める」のチェックを外してください。 

また、同じく「電源オプション」の「電源設定」のタブ内にある、「システム スタンバイ

(T)」の時間を設定し、保存します。 



10. ソフトウェアの使い方 

9-1 ソフトウェア(Radio Mate)の起動 

デスクトップ上に作成された、「USB Radio Mate」のアイコン、または「プログラムメ

ニュー」より、「USB Radio Mate」をクリックして、ソフトウェア起動してください。 

9-2 Radio Mate の操作パネルについて 

 
1. シグナルレベル； 現在のラジオの信号レベルを表示 
2. タイムシフトスライドバー； 現在聞いている放送を記録しています。 

初期値は 10 分間分をバッファで記録してい

ます。 
3. 早送り；  タイムシフトスライドバーを最後尾へ移動します。 
4. 巻き戻し； タイムシフトバーを先頭へ移動します。 
5. 録音；  現在聴いている放送を録音します。 
6. 再生/一時停止； タイムシフトで記録した音声の再生または一時停止を行 

います。 
7. 音量調整 / ミュートボタン； 音量の調整や、ミュート(消音) 
8. AM ボタン； AM 放送に切り替えます。 
9. FM ボタン； FM 放送に切り替えます。 
10. Seek/Scan ダウン； 周波数の低い方へチャンネルをスキャンします。 
11. 周波数アップ； マニュアル操作で周波数の高い方へ調整します。 
12. Scan/Seek アップ； 周波数の高い方へチャンネルをスキャンします。 
13. プリセット設定； 「プリセットキー設定」画面を開きます。 
14. 予約設定； 予約録音設定画面を開きます。 
15. オプション設定； オプション設定画面を開きます。 
16. 録音再生； 録音再生画面を開きます。 
17. 周波数ダウン； マニュアル操作で周波数の低い方へ調整します。 
18. プリセットッキー； 「プリセットキー」設定画面で設定したチャンネル操作を 

行います。 

9-3 「プリセットキー」設定画面について 

 

「プリセットキー」の登録は、主要地域の場合、後記 9-7 「オプション設定」内の「地

域」を選択することで自動登録できますが、主要地域外、またはミニ FM 放送局等

の登録を行う場合は、ここで受信するすべての放送局を登録してください。 

1. プリセットチャンネルリスト； 登録したチャンネルリストを表示します。 
2. AM / FM 放送選択；  AM 放送、または FM 放送の選択を行いま 

す。 
3. プリセットボタン選択； 登録したい「プリセットボタン」の番号を選択 

します。(AM / FM 共に最大 16 チャンネル) 
4. 登録；   入力した放送局を登録します。 
5. 閉じる；   「プリセットキー設定」画面を閉じます。 
6. 放送局名；  「放送局名」を入力します。 
7. 周波数；   周波数を入力します。(半角入力で入力して 

ください。) 
8. 削除；   チャンネルリストで選択した放送局を削除し 

ます。 
なお、直接周波数を入力したい場合は、右上図の様に操作パネル上の周波数表

示部分を“ダブルクリック”しますと、“Edit Station”が表示され、ここから直接周波

数を入力することもできます。ただし、プリセットボタンへの登録はできません。 

 

9-4 「予約設定」画面について 

 

1. 予約リスト； 登録されている予約情報を表示します。予約録音のタス 
クがある場合、Radio Mate を終了(閉じる)すると、タスク 
トレイにスケジューラーのアイコン が常駐します。 

2. 新規；  クリックすると、下記の様に「予約登録」画面が開きます。 

 
3. 編集；  登録されている予約を変更し、再設定します。 
4. 閉じる；  予約設定画面を閉じます。 
5. 削除；  登録されている予約を削除します。 
6. 予約録音終了後の処理； 

すべての予約録音のタスクが終了した時の処理方法を

決めます。 
7. 予約録音時、音声をミュートにする； 

予約録音が実行されたときに、スピーカーからの音声を

出力せずに録音を行います。 

9-5 「予約登録」画面について 

 
1. チャンネル； プリセット登録したチャンネルを選択します。 
2. 周波数；  AM または FM 放送を選択し、手入力で周波数を入力 

できます。 
※プリセットキーで登録したチャンネルを選択した場合は、

ここは入力する必要はありません。 
3. タイトル名； 録音する放送の番組名などのタイトルを入力できます。 
4. 開始時刻； 録音開始時刻を設定します。 
5. 終了時刻； 録音終了時刻を設定します。 
6. OK；  設定した内容を保存します。 
7. キャンセル； 編集内容をキャンセルします。 
8. 閉じる；  「予約登録」画面を閉じます。 
9. 予約；  1 回のみ予約録音を行う場合に選択します。 
10. 予約リピート； 指定したチャンネルを同時刻に、繰返し録音を行う場合 

は、予約リピートを選択し、曜日を指定します。 

※注1. 予約録音を登録する際、他の予約録音時間帯と重複しての登録はで

きません。 
※注2. 予約録音は、プログラム(USB Radio Mate)が起動状態またはタスクト

レイにスケジューラーのアイコン( )常駐している状態であることが必

須となります。プログラム(R USB Radio Mate)を終了していると、予約

録音はされません。 
※注3. スタンバイモードから復帰しての録音の場合は、最低録音開始前 6

分前以上に設定する必要があります。ただし パソコン側の BIOS の

設定において、スタンバイモード S3 (STR）をサポートしている必要が

あり、かつパソコンのシステムが正常にスタンバイモードの機能をする

ことが前提となります。 
※注4. パソコンの電源が OFF の状態や、一時休止状態からの予約録音はで

きません。 
※注5. スクリーンセーバー、常駐ソフトなどの影響により、予約録音に失敗す

ることがあります。予約録音に失敗するような場合は、これらを「停止」、

もしくは「終了」させるようにしてください。 
※注6. 予約録音に失敗したことによる保証は一切いたしません。予めご了承

ください。 

9-6 「録音再生」画面について 

 

1. 録音リスト； 録音されたファイルを表示します。 
2. 音量；  再生中の音量を調整します。 
3. スライダーバー； 再生中のファイルの位置を移動します。 
4. 再生/停止/スキップボタン； ファイルの再生や停止、次のファイルへの移 

動等を行います。 
5. 閉じる；  「録音再生」画面を閉じます。 
6. ページ；  「録音リスト」のページを選択します。 
7. ページ Up/Down； 「録音リスト」のページを移動します。 
8. 再生速度； 再生速度を変更できます。 

(X0.5, X0.8, X1, X1.2, x1.5 から選択できます。 ) 
9. 保存 / 削除； 録音したファイルを別の保存先へ「名付けて保存」した 

り、「削除」します。 

9-7 「オプション設定」画面について 

 

1. Windows 起動時に自動スタート；  
チェックを入れると、Windows を起動した際に、自動的に

Radio Mate が起動します。 
2. 言語；  表示を「日本語」または「英語」など他の言語に切り替え 

ます。 
3. 周波数設定； 現在の地域を選択します。 

※本製品では、「日本」を選択してください。 
4. 録音ファイル形式； 録音する際のファイル形式を選択します。 
5. 録音音量； 録音時の音量レベルを調整します。 
6. 閉じる；  「オプション設定」画面を閉じます。 
7. 地域；  主要地域選択します。選択した地域の放送局は、「プリセ 

ットキー」設定画面に自動登録されます。主要地域外の

場合は、「プリセットキー」画面にて、チャンネルを登録し、

「ユーザー」を選択してください。 
8. ビットレート； MP3 または WMA 形式で録音する際の、ビットレートを選 

択します。 (初期値 128Kbps) 

9. 保存先フォルダ； 録音するファイルの保存先を指定します。 
   保存先に指定したフォルダ内に放送局ごとにフォルダが 
   作成され保存されます。 

10. タイムシフトを有効にする； 
タイムシフト機能を使用する場合はチェックを入れます。 
※タイムシフト機能でバッファ記録したファイルは一時的

ファイルですので保存はできません。 
11. バッファ長； タイムシフトで一時記録する時間を指定します。 

(初期値；10 分 / 0～最大 99 分までの間で指定できま

す。) 
12. OK；  クリックすると設定した内容を保存します。 
13. キャンセル； 内容を変更せず、画面を閉じます。 

11. 困ったときの FAQ 

1. USB Radio Mate を起動

しても、ラジオが聴けませ

ん。 

Ans1. 
タスクトレイのアイコンに“X”マークが付いて

いる( )場合は、本体が、正しく接続されて

いる事を確認してください。 
また一旦 USB Radio Mate を終了し、本体

を接続し直して、もう一度 USB Radio Mate
を起動してみてください。 

2. 受信感度が悪い。 

Ans2. 
本体を受信感度の良い場所へ設置し直して

ください。 
※AM ラジオについては別売オプション品の

アンテナを販売しております。 

12. 製品の保証とアフターサービス 

異常や不具合が起きたら 

 万が一異常や不具合が起きた場合は、お買い上げ店または弊社サポート窓口

にご相談ください。 

■ 製品保証 

• この製品には保証書が添付されています。 
• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの上、大切に保存してください。お

買い上げ店とご購入日の記入がない場合は、お買い上げ票（レシート）を必ず一

緒に保存してください。 
• 保証期間はお買い上げ日より 1 年間です。 

■ アフターサービス 

• 調子が悪いときはまずチェックを 
調子が悪いときはまずこの説明書をもう一度ご覧になって調べて  ください。 
それでも具合の悪い場合は、ノバックサポートセンターまでお問い合わせくださ

い。 

• 修理をお申込の場合は 
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証書をご覧く

ださい。 
製品一式をお買い上げ店へお持込、または下記弊社サポート窓口へ送付くださ

い。 

送付いただく際の発送時の費用は初期不良（購入後 1 ヶ月以内）の場合は ”着

払い”にて お送りください。 

それ以外の場合は、送付いただく際の発送時の費用は、お客様ご負担、修理後

の返送費用は弊社負担とさせていただきますので ご了承ください。 

※送付の際は、紛失を避けるため、宅配便か、書留郵便小包でお送りください。 

■ 製品に関するお問い合わせは、下記へお願いいたします。 

住所 ： 〒113-0033 東京都文京区本郷 3-38-1 
本郷イシワタビル 5F 

株式会社ノバック サポートセンター 
サポート専用電話 ： (03)3817-0938 
受付時間 ： 月曜～金曜（祝祭日、および弊社休業日は除く） 
AM10:00～PM12:00  PM1:00～PM5:00 

「Radio Mate DX」 セットアップガイド 
発行日： 第 1 版 2009 年 11 月 

発行元： 株式会社ノバック 
〒113-0033 東京都文京区本郷 3-38-1 本郷イシワタビル 5F 

URA00DX091101JO 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


